
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内索が挿通された導管の端部に設けた導管固定具をもって、前記導管の端部を固定部材
に固定し得るようにしたコントロールケーブルの取付装置において、
　前記固定部材は、前記導管の軸線方向とほぼ平行な基片と、該基片に連設され、かつ前
記軸線方向とほぼ直角な直角片と、前記基片から直角片に亘って穿設された開口とを有し
、
　前記導管固定具は、前記直角片側の開口に嵌合される器体と、前記基片側の開口から、
前記基片の外側面から内側面へ向けて挿入されることにより、前記基片の内側面に係合可
能な係止片と を有することを特徴とするコントロ
ールケーブルの取付装置。
【請求項２】
　固定部材における基片側の開口を、張出片により閉塞するようにした請求項 記載のコ
ントロールケーブルの取付装置。
【請求項３】
　直角片側の開口の両側縁に係止溝を設けるとともに、導管固定具における器体に、前記
係止溝に係合可能な突部を設けた請求項１ 記載のコントロールケーブルの取付装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
　本発明は、固定部材に対するコントロールケーブルの取付装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、コントロールケーブルの取付装置としては、例えば、図７に示すようなものがあ
る。
　コントロールケーブル (101)は、金属板等よりなる固定部材 (102)に枢着されたレバー (1
03)の端部に連結される内索 (104)と、内索 (104)が挿通され、かつ端部が固定部材 (102)に
固定される可撓性の導管 (105)とを有している。
【０００３】
　コントロールケーブル (101)を固定部材 (102)に取り付けるには、その内索 (104)の端部 (
104a)を、レバー (103)の端部に設けられた連結孔 (103a)に連結するとともに、導管 (105)
の端部に固着された円筒状の導管固定具 (106)の外周に設けられた嵌合溝 (106a)を、固定
部材 (102)に設けた折曲片 (107)の切欠き部 (108)内に、その入口方向から嵌合した後、切
欠き部 (108)の入口幅が狭まるように、折曲片 (107)の両側をかしめて、導管固定具 (106)
を切欠き部 (108)に固定している。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかし、上述のような従来の構成においては、導管固定具 (106)を固定部材 (102)の折曲
片 (107)に固定するのに、かしめ作業を必要とするため、コントロールケーブル (101)の取
り付け作業が面倒である。
　また、折曲片 (107)のかしめが不十分であると、導管 (105)にその軸線方向と直交する力
が作用した場合、その力によって、導管固定具 (106)の嵌合溝 (106a)が切欠き部 (108)から
抜け出て、導管 (105)の端部が固定部材 (102)から外れるおそれがある。
【０００５】
　本発明は、従来の技術が有する上記のような問題点に鑑み、コントロールケーブルにお
ける導管を、固定部材に簡単かつ確実に固定することができるようにした、コントロール
ケーブルの取付装置を提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明によると、上記課題は、次のようにして解決される。
（１）内索が挿通された導管の端部に設けた導管固定具をもって、前記導管の端部を固定
部材に固定し得るようにしたコントロールケーブルの取付装置において、前記固定部材は
、前記導管の軸線方向とほぼ平行な基片と、該基片に連設され、かつ前記軸線方向とほぼ
直角な直角片と、前記基片から直角片に亘って穿設された開口とを有し、前記導管固定具
は、前記直角片側の開口に嵌合される器体と、前記基片側の開口から、前記基片の外側面
から内側面へ向けて挿入されることにより、前記基片の内側面に係合可能な係止片と

を有する。
【０００７】
（ ）上記 ( )項において、固定部材における基片側の開口を、張出片により閉塞する。
【０００８】
（ ）上記 (１ ) において、直角片側の開口の両側縁に係止溝を設けるととも
に、導管固定具における器体に、前記係止溝に係合可能な突部を設ける。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明を自動車用ドアロック装置に適用した場合の一実施形態を、図面に基づい
て説明する。
　図１は、ドアロック装置 (１ )の斜視図、図２は、要部の拡大斜視図である。
　ドアロック装置 (１ )は、自動車のドアの内部に固定されるとともに、車体側に固着され
た図示略のストライカと係脱可能な噛合機構を収容したボディ (３ )と、ボディ (３ )に固定
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される固定部材である金属製のベースプレート (４ )と、ベースプレート (４ )の内面側に枢
着されたインサイドレバー (５ )、及び図示略の他の各種レバーと、ベースプレート (４ )に
固定され、かつインサイドレバー (５ )及び各種レバーを覆う合成樹脂製のハウジング (６ )
とを有している。
　なお、噛合機構及び他の各種レバーは、本発明に直接関係しないので、詳細な説明は省
略する。
【００１０】
　コントロールケーブル (２ )は、可撓性の導管 (７ )と、導管 (７ )に挿通された内索 (８ )と
を有し、ドアロック装置 (１ )とドアの車内側適所に設けられる図示略のインサイドハンド
ルとを連結するものである。
【００１１】
　ドアロック装置 (１ )側に連結される導管 (７ )の一端部は、導管 (７ )の端部に固着された
合成樹脂製の導管固定具 (９ )をもって、ベースプレート (４ )に固定される。また、導管 (
７ )の端部から突出した内索 (８ )の端部 (8a)は、インサイドレバー (５ )の連結孔 (5a)に連
結される。
【００１２】
　ベースプレート (４ )における導管固定具 (９ )が固定される箇所には、主に図２に示すよ
うに、コントロールケーブル (２ )の軸線方向とほぼ平行な基片 (4a)と、基片 (4a)の一端に
連設され、かつ前記軸線方向に対してほぼ直角な方向を向く直角片 (4b)とが設けられ、基
片 (4a)から直角片 (4b)に亘って、連続する開口 (11)(10)が設けられている。
【００１３】
　図３は、ベースプレート (４ )に固定された導管固定具 (９ )の平面図、図４は、図３にお
ける IＶ－ IＶ線に沿う縦断面図である。
【００１４】
　導管固定具 (９ )は、導管 (７ )の端部に固着された円筒部 (12)の前側（図３及び図４にお
いて左方）に器体 (13)を有してなり、器体 (13)の後部外周に設けた係合溝 (13a)を直角片 (
4b)側の開口 (10)に嵌合することにより、器体 (13)は、直角片 (4b)に軸線方向に係合され
ている。
【００１５】
　器体 (13)の左右両側には、互いに離間する方向へ張り出し、かつ互いに接近する方向へ
弾性変形可能な係止片 (14)(14)が設けられている。各係止片 (14)は、図５及び図６に示す
ように、器体 (13)を開口 (10)に嵌合したとき、その上端が基片 (4a)の内側面に係止するよ
うになっている。
【００１６】
　器体 (13)の上面には、左右及び前方へ張り出して、基片 (4a)側の開口 (11)の周囲に当接
し、開口 (11)を閉塞し得る張出片 (15)が設けられている。
【００１７】
　係合溝 (13a)の両側面のやや上部には、開口 (10)の両側縁に設けた係止溝 (10a)に係合し
て、コントロールケーブル (２ )の軸線方向と直交する外れ方向（図５における矢示Ａ方向
）の移動を阻止する突部 (16)が設けられている。
【００１８】
　導管 (７ )の端部を、ベースプレート (４ )に取り付けるには、内索 (８ )の端部 (8a)を、開
口 (11)に挿入して、インサイドレバー (５ )の連結孔 (5a)に連結した後、導管固定具 (９ )の
器体 (13)の下部を開口 (11)上に臨ませ、各係止片 (14)を内側に撓ませながら、開口 (11)内
に押し込むとともに、器体 (13)の係合溝 (13a)を開口 (10)に嵌合させる。
【００１９】
　各係止片 (14)の上端部が開口 (11)を通過するまで、器体 (13)を開口 (11)内に押し込むと
、各係止片 (14)は、その弾性により外側に向かって戻り、各係止片 (14)の上端部が、基片
(4a)の内側面に係止される。これと同時に、張出片 (15)は、開口 (11)の外側面周囲に当接
して、係止片 (14)との間に基片 (4a)を挟持するとともに、開口 (11)を閉塞する。また、開
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口 (10)は、器体 (13)によって閉塞される。
【００２０】
　以上のように、コントロールケーブル (２ )の軸線方向に対しては、器体 (13)の係合溝 (1
3a)が開口 (10)に係合し、また前記軸線方向と直交する外れ方向 (Ａ )に対しては、係止片 (
14)が基片 (4a)の内側面に係合し、また外れ方向 (Ａ )と反対方向に対しては、張出片 (15)
が基片 (4a)の外側面に当接するため、導管固定具 (９ )は、いずれの方向に対してもがた付
くことがないように、確実にベースプレート (４ )に固定される。
【００２１】
【発明の効果】
　本発明によれば、次のような効果を奏することができる。
（ａ）請求項１記載の発明によると、固定部材は、コントロールケーブルの軸線方向とほ
ぼ平行な基片と、基片に連設されて前記軸線方向とほぼ直角な直角片と、基片から折曲片
に亘って穿設される開口とを有し、導管固定具は、直角片側の開口に嵌合される器体と、
基片側の開口を通って、基片の外側面から内側面へ向けて挿入されることにより、基片の
内側面に係合可能な係止片と、 を有するため、

コントロールケ
ーブルにおける導管の端部を、固定部材に確実に固定することができる。
　また、導管固定具の係止片を開口に挿入して、固定体に係合させるだけの簡単な作業を
もって、導管の端部を簡単かつ確実に固定部材に固定することができる。
【００２２】
（ ）請求項 記載の発明によると、開口が張出片により閉塞されるため、開口への雨水
、塵埃、または異物等の侵入を防止することができる。
【００２３】
（ ）請求項 記載の発明によると、コントロールケーブルにおける導管の端部をより、
確実に固定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明における一実施形態を適用したドアロック装置の斜視図である。
【図２】　同じく、要部の拡大斜視図である。
【図３】　同じく、固定部材に固定された導管固定具の平面図である。
【図４】　図３における IＶ－ IＶ線に沿う縦断面図である。
【図５】　図４におけるＶ－Ｖ線に沿う縦断面図である。
【図６】　図４におけるＶ I－Ｖ I線に沿う縦断面図である。
【図７】　従来技術における要部の斜視図である。
【符号の説明】
(１ )ドアロック装置
(２ )コントロールケーブル
(３ )ボディ
(４ )ベースプレート（固定部材）
(4a)基片
(4b)直角片
(５ )インサイドレバー
(5a)連結孔
(６ )ハウジング
(７ )導管
(８ )内索
(8a)端部
(９ )導管固定具
(10)(11)開口
(10a)係止溝
(12)円筒部
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(13)器体
(13a)係合溝
(14)係止片
(15)張出片
(16)突部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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